
編  修  趣  意  書  

（教育基本法との対照表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０２－６８ 高等学校 国語科 言語文化  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

１８３第一 言文７１４ 高等学校 精選言語文化 

 

１．編修の基本方針 

１．古典や近現代のすぐれた文章に触れることにより，言語感覚を磨き，知識と教養を身に付け，豊かな感

性や情緒を育むことができるようにした。 

２．生徒が自主的・主体的に学習活動を行うことにより，思考力・判断力・表現力を養い，自発的・創造的

な人間形成に進むことができるよう考慮した。 

３．対話的・協働的な学習活動を積み重ねることにより，さまざまな社会的要請に応え得る人間性の育成に

役立てられるようにした。 

４．人間・生命・自然などに目を向けさせ，それらが我が国の伝統と文化の中でどのように表現されてきた

かを知ることができるように配慮した。 

５．歴史的・文化的背景を踏まえて国語文化を捉え，生徒一人一人がその伝統の担い手であることを自覚さ

せることを期した。 

２．対照表 
 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

日本文学編 

―近現代 

 

・真理を探究する人間のさまざまなありようを示す

ことによって，生徒の人間性・社会性の涵養に働き

かけられる題材を採録した（第１号）。 

 

・韻文作品の鑑賞を通して，豊かな情操を養うことが

できるよう配慮した（第１号）。 

・「文学のしるべ」を適宜設定して読書へ誘い，生徒

の興味・関心に応じて知識と教養を広げられるよう

にした（第１号）。 

p.12～24 p.26～37  

p.44～45 p.50～59 

p.61～71 p.88～98 

p.100～115 

p.40～48 p.74～85 

 

p.25 p.38 p.60 p.72 

p.99 p.116 

 

・自主・自律，労働といった，現実社会の諸問題を含

む題材を採録し，生徒が自らの問題として考えを深

めることができるよう配慮した（第２号）。 

・「言語活動」を通して，主体性を発揮して創造的な課

題に取り組めるようにした（第２号）。 

p.12～24 p.26～37 

p.50～59 p.61～71 

p.100～115 

p.86 p.124 

・生命，戦争といった，現実の諸問題に深く関わる題

材を採録し，生命を尊ぶ態度を養うとともに，生徒

が自らの問題として考えを深めることができるよう

配慮した（第４号）。 

p.12～24 p.26～37 

p.46～48  p.88～98 

p.100～115 

 

・「伝統と文化」の単元を設定し，我が国の伝統と文化

に理解を深める教材を用意した（第５号）。 

p.118～p.124 

 

日本文学編 

―古文 

 

 

・真理を探究する人間のさまざまなありようを示す

ことによって，生徒の人間性・社会性の涵養に働き

かけられる題材を採録した（第１号）。 

・「古文を読むために」を適宜設定して，文語のきま

り等について知識を補えるようにした（第１号）。 

p.132～133 p.160～165 

p.182～189  p.222～229 

 

p.130～131 p.134～135 

p.156～158 p.166～169 

p.179～180 p.190～191 

p.216～217  



・「言語活動」を通して，主体性を発揮して課題に取り

組めるようにした（第２号）。 

p.138～139 p.152～154 

p.218～221 

・古典における理念や社会秩序についての基本的な考

え方に深く関わる題材を採録し，現代の社会や人間

関係にも共通する問題として，生徒が考えを深めら

れるようにした（第３号）。 

p.128～129 p.132～133 

p.136～137 p.142～154 

p.160～165 p.172～178 

p.182～189  

・古代の戦乱を取り上げた題材を採録し，人間の感情

の普遍性を読み取ることによって，生徒が倫理や道

徳の問題を現実に即して考察できるよう配慮した

（第４号）。 

・自然鑑賞に深く関わる題材を採録し，表現を吟味す

る活動を通して，生命・自然を尊重する態度を養え

るよう配慮した（第４号）。 

p.194～203  

 

 

 

p.160～165 p.206～214  

 

・冒頭の「古文の学習」以下，コラム「古典のしるべ」

「歴史の窓」等を適宜設定して，我が国の言語文化

について，外国との関係や歴史的背景を踏まえて理

解できるようにした（第５号）。 

p.126～127 p.138～139 

p.140 p.155 p.170  

p.192 p.204 p.215 

p.230 

 

漢文学編 

 

 

 

・真理を探究する人間のさまざまなありようを示すこ

とによって，生徒の人間性・社会性の涵養に働きか

けられる題材を採録した（第１号）。 

・「漢文を読むために」「漢詩のきまり」を適宜設定

して，漢文訓読のきまり等について知識を補えるよ

うにした（第１号）。 

p.246～251 p.276～281 

 

 

p.235 p.237  

p.239～244 p.272～273 

・「言語活動」を通して，主体性を発揮して課題に取り

組めるようにした（第２号）。 

p.252～253 

・古典における理念や社会秩序についての基本的な考

え方に深く関わる題材を採録し，現代の社会や人間

関係にも共通する問題として，生徒が考えを深めら

れるようにした（第３号）。 

p.256～262  p.266～271 

p.270～271  p.276～281 

p.284～290 

 

・自然鑑賞に深く関わる題材を採録し，表現を吟味す

る活動を通して，生命・自然を尊重する態度を養え

るよう配慮した（第４号）。 

p.264～265 

・冒頭の「漢文の学習」以下，漢文学が我が国の言語

文化に与えた影響について理解できるようにした

（第５号）。 

 

・コラム「歴史の窓」を適宜設定して，中国の歴史的

背景を踏まえて作品等を理解できるようにした（第

５号）。 

p.232～233 p.234 

p.236 p.238 

p.246～253 p.256～262 

p.270～271 p.274 

p.254 p.274 p.282 

 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

・第二条第３号及び，学校教育法第５１条１号「国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと」，ま

た，第３号「社会について，広く深い理解と健全な批判力を養い，社会の発展に寄与する態度を養うこと」

を踏まえ，各編の各教材の最後に「学習の手引き」「活動の手引き」「言葉の手引き」といった課題を用

意し，発表や話し合いを含む多様な学習活動を設定した。教材の内容や構成などについて理解を深め，自

らの考えを的確に表現する資質・能力を養うとともに，生徒相互の意見交流を通じて，多角的で客観性の

ある批判的思考能力を養えるよう配慮した。 

・書体にユニバーサルデザインフォントを取り入れたほか，カラーユニバーサルデザインにも配慮し，すべ

ての生徒にとって学びやすい紙面となるよう配慮した。 



編  修  趣  意  書  

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

 

受理番号 学校 教科 種目 学年 

１０２－６８ 高等学校 国語科 言語文化  

※発行者の 
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教科書名 

１８３第一 言文７１４ 高等学校 精選言語文化 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

①単元構成・教材選定 

・国語の資質・能力を育成し，我が国の言語文化に対する理解を深めるため，全体を「日本文学編－近現代」

「日本文学編－古文」と「漢文学編」の三編で構成し，各編は文種（ジャンル）を基本にした単元構成と

して，系統的に学習ができるように教材を配置した。 

・「日本文学編－近現代」は，小説と詩歌，および，我が国の伝統や文化を題材にした作品を取り上げた。 

・教材の選定にあたっては，生徒の発達段階や中学校の国語科との接続にも配慮して，高校生として知って

おくべき評価の定まった作品から厳選することを旨とした。 

・単元の扉に，学習によって身につけるべき国語の技能を「学習目標」として示し，学習指導要領が目ざす

[知識及び技能]と[思考力，判断力，表現力等]を，見通しを持って学ぶことができるようにした。 

・作品の冒頭に，それぞれの教材で何を学ぶかを「学習のねらい」として示し，教材の意図を学習者全体で

共有しながら学びに取り組むことができるようにした。 

 →「生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図る」ための配慮。 

②[知識及び技能]への対応 

・現代文・古文では「言葉の手引き」や和歌の修辞に関する「古文を読むために」を設定したり，漢文では

「基本句形」を抽出したりして，「Ｂ 読むこと」の内容と関連づけながら，漢字・語句・表現技法・文法

等の知識を深めるとともに，文脈の中で語感を磨き，語彙を豊かにできるようにした。 

・古文では「古文を読むために」，漢文では「漢文を読むために」を設定して，「Ｂ 読むこと」の内容と関

連づけながら，古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりを系統的に学習できるようにした。

また，「古典のしるべ」「歴史の窓」というコラムを設け，我が国の言語文化の特質や外国の文化との関

係，作品の歴史的・文化的背景などについて，理解を深めることができるようにした。 

・巻末に「資料編」，巻頭と巻末に「口絵」を用意し，豊富な資料や写真・図版を掲載して，知識をより深

めるための一助とした。 

・作品ごとに作品解説と作者解説を付し，出典の情報を示して読書につながる興味づけを図った。また，小

説に関しては「文学のしるべ」を設け，読書の幅を広げることができるように意図した。 

③[思考力，判断力，表現力等]への対応 

・「Ａ 書くこと」に関しては，「言語活動」を主体として教材を設定し，具体的な活動を通して表現力や

想像力を高め，自分の考えを広げて伝え合う能力を育成することを目ざした。 

 →p.86「折句を用いて短歌を作る」，p.124「『祭り』をテーマに随筆を書く」 

p.218「古典の和歌を現代の言葉で書き換える」 

・「Ｂ 読むこと」に関しては，脚注の「問」，および「学習の手引き」「活動の手引き」の三つの課題設定

によって，作品の内容理解を深め，興味を広げることができるようにした。 

 ＊「問」は，本文を解釈するうえでポイントとなる箇所に，内容理解を確認する目的で示した。 

＊「学習の手引き」は，文章全体の構成や展開の把握と，「学習のねらい」に沿った内容の解釈との，基

本的に二つの事柄を行うことを主旨として設定した。 

＊「活動の手引き」は，本文を学習して得た知識や、本文に関連する事柄などをもとして，文章を書いた

り，調査・報告を行ったりするなど，「読むこと」と「書くこと」の両方に関わる言語活動を行うこと

を主旨として設定した。 

・「活動の手引き」とは別に，「Ｂ 読むこと」の「言語活動」として，次の教材を用意した。 

→p.138「古典から受け継がれる話の由来を調べる」，p.152「読み比べる」 

  p.252「故事成語の由来と意味を調べる」 

・我が国の伝統行事や風物詩に関する題材や、我が国の伝統芸能に関する題材は，「伝統と文化」という単

元にまとめて，他の教材とは区別できるように扱った。 

 



2．対照表

該当箇所

章 単元 教材 （１） （２）
書くこと

（１）
書くこと

（２）
読むこと

（１）
読むこと

（２）

小説(一) ・羅生門（芥川龍之介） イ･ウ カ ア･イ･エ イ･ウ p.12－p.24 2 2
〔文学のしるべ〕映像の中の芥川龍之介 カ エ p.25
・砂に埋もれたル・コルビュジエ（原田マハ） イ・ウ ア･イ･ウ イ p.26－p.37 2 2
〔文学のしるべ〕芸術をめぐる記憶の旅 カ エ p.38

詩 ・甃のうへ（三好達治） オ イ･ウ イ p.40－p.41 0.5 0.5
・一つのメルヘン（中原中也） オ イ･ウ イ p.42－p.43 0.5 0.5
・自分の感受性くらい（茨木のり子） オ イ･ウ イ p.44－p.45 0.5 0.5
・I was born（吉野弘） オ イ･ウ イ p.46－p.48 0.5 0.5

小説(二) ・夢十夜（夏目漱石） イ・ウ カ ア･イ･ウ イ･ウ p.50－p.59 2 2
〔文学のしるべ〕漱石、女の目に出会う カ エ p.60
・鏡（村上春樹） イ･ウ ア･イ･ウ イ p.61－p.71 2 2
〔文学のしるべ〕異界をめぐる冒険 カ エ p.72

短歌・俳句 ・その子二十 オ ア･イ イ p.74－p.79 1 1
・こころの帆 オ ア･イ イ p.80－p.85 1 1
〔言語活動〕 折句を用いて短歌を作る オ ア・ウ ア･イ ア p.86 1 1

小説(三) ・城の崎にて（志賀直哉） イ･ウ カ ア･イ･エ イ･ウ p.88－p.98 2 2
〔文学のしるべ〕愛犬家の運命観 カ p.99
・空き缶（林京子） イ･ウ ア･イ･ウ イ p.100－p.115 2 2
〔文学のしるべ〕「その後」の物語と、「その時」の物語　 カ エ p.116

伝統と文化 ・人形浄瑠璃文楽－三業一体の技 ア･イ ア・イ ア･イ ア ア･オ ア･オ p.118－p.121 1 1 2
・祭りの笛（三浦哲郎） ア ア･ウ ア p.122－p.123 1 1
〔言語活動〕「祭り」をテーマに随筆を書く イ ア ア･イ ア p.124 2 2

古文入門 ・古文の学習 ア ア オ p.126－p.127 0.5 0.5
　 ・児のそら寝 ウ ウ･エ ア･イ イ p.128－p.129 0.5 0.5

・古文を読むために１ ウ p.130－p.131
・絵仏師良秀 ウ･エ ウ ア･イ イ p.132－p.133 1 1
・古文を読むために２ ウ p.134－p.135
・なよ竹のかぐや姫 ウ ウ ア･イ イ p.136－p.137 1 1
〔言語活動〕 古典から受け継がれる話の由来を調べる ア･イ カ エ ア･オ p.138－p.139 1 1
〔古典のしるべ〕平仮名の誕生 エ エ p.140

歌物語 ・伊勢物語 ウ･エ イ･ウ ア･イ･エ ウ p.142－p.151 4 4
　 〔言語活動〕読み比べる・大和物語 ウ イ･カ ア･イ･エ ウ p.152－p.154 1 1

〔歴史の窓〕 ア･イ エ p.155
・古文を読むために３ ウ p.156－p.158

随筆（一） ・枕草子 ウ ウ･エ ア･イ イ p.160－p.165 4 4
　 ・古文を読むために４ ウ p.166－p.169

〔歴史の窓〕 ア･イ エ p.170
日記 ・土佐日記 ウ ウ･カ ア･イ イ･ウ p.172－p.178 3 3
　 ・古文を読むために５ ウ p.179－p.180
随筆（二） ・徒然草 ウ・エ ウ･エ ア･イ･ウ イ p.182－p.189 3 3
　 ・古文を読むために６ ウ ｐ.190－p.191

〔歴史の窓〕 ア･イ エ ｐ.192
軍記物語 ・平家物語 ウ ウ ア･イ･ウ イ ｐ.194－p.203 2 2
　 〔古典のしるべ〕和漢混交文 ア ア･イ･オ エ p.204
和歌・俳諧 ・万葉集 ウ･オ ア・ウ ア･イ イ ｐ.206－p.208 1 1

・古今和歌集 ウ･オ ア・ウ ア･イ イ ｐ.209－p.211 1 1
・新古今和歌集 ウ･オ ア・ウ ア･イ イ ｐ.212－p.214 1 1
〔古典のしるべ〕和歌の伝統と継承 ア･オ ア・イ エ ｐ.215
・古文を読むために７ オ ウ p.216－p.217
〔言語活動〕古典の和歌を現代の言葉で書き換える（俵万智） ア ア ア･イ ア エ エ ｐ.218－p.221 1 1 2
・奥の細道 ウ･オ イ・ウ ア･イ・エ イ･ウ p.222－p.229 2 2
〔古典のしるべ〕『奥の細道』と和漢の文学 ア ア･イ エ p.230

漢文入門 ・漢文の学習 ア ア オ ｐ.232－p.233 1 1
　 ・訓読に親しむ(一) ウ ウ イ ｐ.234 1 1

・漢文を読むために１ 　 ウ ｐ.235
・訓読に親しむ(二) ウ ウ イ p.236 1 1
・漢文を読むために２ 　 ウ ｐ.237
・訓読に親しむ(三) ウ ウ イ ｐ.238 1 1
・漢文を読むために３ 　 ウ p.239
・漢文を読むために４ 　 ウ ｐ.242－p.243
・漢文を読むために５ 　 ウ p.244

故事成語 ・漁父之利 ウ ア･ウ･エ ア･イ イ ｐ.246－p.247 1 1
・狐借虎威 ウ ア･ウ･エ ア･イ イ ｐ.248－p.249 1 1
・蛇足 ウ ア･ウ･エ ア･イ イ ｐ.250－p.251 1 1
〔言語活動〕 故事成語の由来と意味を調べる ウ ア･エ エ ア ｐ.252－p.253 1 1
〔歴史の窓〕 ア･イ･エ エ ｐ.254

史伝 ・完璧 ウ ア･ウ ア･イ･エ イ ｐ.256－p.257 1 1
　 ・先従隗始 ウ ア･ウ･エ ア･イ･エ イ ｐ.258－p.259 1 1

・臥薪嘗胆 ウ ア･ウ･エ ア･イ･エ イ ｐ.260－p.262 1 1
漢詩 ・唐詩の世界 オ ア･ウ イ･ウ イ ｐ.264－p.269 3 3
　 ・日本の漢詩 オ ア・ウ イ･ウ イ ｐ.270－p.271 1 1

・漢詩のきまり ウ ｐ.272－p.273
〔歴史の窓〕 ア･イ エ ｐ.274

思想 ・論語 ア ウ ア･イ イ ｐ.276－p.281 3 3
〔歴史の窓〕 ア･イ･エ エ ｐ.282

文章 ・桃花源記 エ ウ･カ ア･イ･エ イ ｐ.284－p.286 1 1
　 ・離魂記 エ ウ ア･イ イ ｐ.287－p.290 1 1
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図書の構成・内容
学習指導要領の内容 配当時数

知識及び技能 思考力・表現力・判断力等 書
く
こ
と

読
む
こ
と

計


